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東
海
大
学
工
学
部

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
総
監

一九

邦
彦

か
き
も
と
。く
に
ひ
こ

１
９
４
５
年
蒲
生
町
北
生
ま
れ
。
６８
年
４
月
日

産
自
動
車
入
社
。
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
車
両
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
ラ
リ
ー
車
用
の
エ
ン
ジ
ン

開
発
な
ど
を
担
当
。
８４
～
８９
年
ニ
ッ
サ
ン
・
モ
ー

タ
「
ス
ボ
ー
ツ
・イ
ンる
イ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
曾
【Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

に
出
向
し
、
ル
・
マ
ン
２４
時
間
レ
ー
ス
の
チ
ー
ム

監
督
を
務
め
る
。
％
年
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
総
監
督
に

就
任
。
２
０
０
８
年
４
月
、
東
海
大
学
工
学
部

の
教
授
に
就
任
。

村す督段

2007年シーズン終了後、参戦チームのスタツフと
一緒に記念撮影。

褥
霙
鶉
躙
膵

蒲
生
に
生
を
受
け
て
６０
余
年
、
そ
の
内
蒲
生
に
居

た
の
は
２２
年
弱
で
あ
ろ
う
か
。
〈
フ
は
遥
か
東
京
に
暮

ら
し
、
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
帰
省
も
年
に
２
度
く
ら

ぃ
。
し
か
し
６３
年
の
人
生
を
振
り
返
る
た
び
に
蒲
生

で
過
ご
し
た
若

き
日
々
が
記
憶
の
ひ
だ
を
活
性
化

さ
せ
る
。

人
生
を
切
り
開
く
戦
い
は
、
若
い
頃
よ
り
社
会
に

出
た

２２
歳
以
降
の
方
が
、
厳
し
く
、
辛
く
、
或
い
は
成

功
し
、
印
象
深
い
体
験
も
多
い
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で

も
思
い
出
は
い
つ
も
蒲
生
で
あ
る
。

自
男
の
山
中
深
く
、
古
本

に
熟
し
て
ぶ
ら
下
が
っ

た
赤
い
柿
の
実
や
、
段
々
畑
の
黄
金
色
の
み
か
ん
、
は

た
ま
た
岩
場
で
転
ん
で
ぱ
っ
く
り
開
い
た
傷
国
か
ら

覗
く
白
い
骨
、
流
れ
の
緩
や
か
な
川
の
淵
に
潜
り
丸

網
で
絡
め
採

っ
た
透
明
な
川
え
び
が
網
に
絡
ん
で
も

が
く
シ
ー
ン
な
ど
な
ど
、
ま
る
で
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
で
見

て
い
る
よ
う
に
細
部
ま
で
鮮
明
に
思
い
出
す
。

祖
父
は
地
主

や
山
主
と
し
て
或

い
は
殖
産
業
と

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
た
。
ま
た
町
会
議
員
と
し

て
も
活
躍
し
、
そ
れ
は
伯
父
が
引
き
継
ぎ
、
〈
フ
は
従

兄
弟
が
現
役
の
町
会
議
員
で
あ
る
。

父
は
建
築

・上
本
業
に
関
係
し
て
い
た
が
今
で
も

蒲
生
の
あ
ち
こ
ち
に
父
の
関
わ
っ
た
施
設
が
残

っ
て

い
る
ｃ

父
の
亡
き
後

一
人
蒲
生
で
暮
ら
し
て
い
た
母
も
、

さ
す
が
に
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
こ
の
５
月
か
ら
弟

の
住
む
鹿
児
島
市
で
暮
ら
し
て
い
る
。

様
々
な
こ
と
が
変
わ
り
過
ぎ
て
い
く
。

し
か
し
自
分
の
家
系
の
ル
ー
ツ
が
蒲
生
で
あ
る
こ

と
は
紛
れ
も
無
い
事
実
で
あ
り
、
変
わ
る
こ
と
は
無

い
。
こ
れ
か
ら
は
先
祖
を
含
め
て
お
世
話

に
な

っ
て

い
る
蒲
生
へ
の
恩
返
し
を
考
え
て
行
き
た
い
。
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小
山
田
　
帰
っ
て
き
て
最
初
に
思
っ
た

の
は
、
「何
て
係
の
多
い
町
な
ん
だ
」
と
Ｇ

で
も
、卓
刈
り
や
運
動
会
は
コ
ミ
■
一テ
ィ

を
維
持
す
る
上
で
、大
切
な
コ
ミ
■
一ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
気
づ

く
と
、
係
が
多
い
こ
と
も
良
い
こ
と
な
の

か
な
と
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
蒲
生

は
昔
と
比
べ
て
あ
ま
り
変
わ
っ
て
な
い
。

そ
こ
が
好
き
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
蒲
生

に
は
揺
る
ぎ
な
い
何
か
が
あ
る
か
ら
、帰
っ

て
き
た
人
た
ち
が
「蒲
生
は
落
ち
着
く
」

と
言
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ

が
何
か
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
か
ら
探
し

て
い
き
ま
す
。

浜
地
　
１
５
０
０
年
根
付
い
て
い
る
大

楠
が
あ
っ
た
り
、
戦
に
行
っ
て
武
勲
を
立

て
て
き
た
人
た
ち
の
子
孫
が
ず
っ
と
住

ん
で
い
た
り
。
蒲
生
で
は
植
物
も
人
も
、

地
に
足
が
つ
い
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

藤
谷
　
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
の
は
環
境

そ
の
も
の
と
も
関
係
が
あ
る
ん
で
し
ょ

う
ね
。
そ
ん
な
環
境
の
中
で
生
活
で
き

る
こ
と
の
有
り
難
さ
に
気
付
い
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

松
林
　
Ｌ

ａ
ｂ
で
町
歩
き
を
し
た
と
き

に
江
戸
時
代
の
地
図
を
使
っ
た
の
で
す

が
、
蒲
生
で
は
そ
の
地
図
で
町
歩
き
が

で
き
る
ん
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
変
わ
っ
て

い
な
い
。
見
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

厚
地
　
蒲
生
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
歴
史

や
自
然
、
蒲
生
の
文
化
を
大
事
に
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
日
本

一
の
大
楠
を
中
心

に
武
家
通
り
が
あ
る
街
並
み
を
保
存
し

よ
う
と
、
〈
ツ
年
６
月
に
保
存
条
例
を
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
街
並
み
が
残
っ

て
い
る
と
い
う
の
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

そ
れ
を
人
事
に
し
て
い
る
と
い
う
町
民

性
だ
と
思
う
。
文
化
や
歴
史
を
大
事
に

す
る
な
ら
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
の
意
思
を
尊
重
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
で
す
。
住
ん
で
い
る
人
が
満
足

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
せ
ば
、
よ

そ
か
ら
来
る
方
々
に
と
っ
て
も
良
い
町

が
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
祖
が
残
し
た

「本
物
」
を

最
大
限
に
活
用

松
林
　
皆
さ
ん
、
蒲
生
を
将
来
ど
ん
な

町
に
し
た
い
で
す
か
？

丸
野
　
蒲
生
の
強
み
と
い
う
の
は
地
域

力
だ
と
思
い
ま
す
。
退
職
さ
れ
た
方
が

た
く
さ
ん
帰
っ
て
く
る
か
ら
、
６０
代
、
７０

代
の
方
々
の
層
が
厚
く
、
学
ぶ
こ
と
が

多
い
。
驚
い
た
の
は
、
１０
代
、
２０
代
の
若
い

人
た
ち
が
地
域
の
行
事
な
ど
に
き
ち
ん

と
参
加
し
て
い
る
こ
と
。
郷
土
愛
の
強
い

人
た
ち
を
う
ま
く

つ
な
げ
て
い
く
の
が

Ｌ

ａ
ｂ
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。
　

・

蒲
生
の
良

さ
に
ひ
か
れ
て
蒲
生

に
住

み
た
い
と
い
う
方

た
ち

が
力

を

う
ま
く

発
揮

で
き

る
よ

う
、

電

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
町
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

浜
地
　
蒲
生
に
は
人
楠
、
武
家
の
歴
史
、

人
材
と
い
っ
た
本
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
保
全
し
て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
ア
レ
ン
ジ

し
て
活
か
し
て
い
け
れ
ば
。
そ
の
ア
レ
ン

ジ
は
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
、
立目
楽
だ
っ
た

り
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
に

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
本
物
の
魅
力
は

倍
増
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
〈
ツ
、
お

店
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

あ
の
店
も
蒲
生
町
の
大
事
な
財
産
で
す

か
ら
、
一
切
手
は
加
え
な
い
。
そ
の
代
わ

り
、
家
具
や
照
明
器
具
を
変
え
る
だ
け

で
非
常
に
場
の
魅
力
が
増
す
ん
で
す
。

■
●
■
織
一ヽ
十
〓
ま
議
奪
、…妙【
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以
６
正
コ
日
与
一̈半
て

ηヽ
辮
０
そ
塾
当
面
緋
⑦
聾
田
叩

日ヽ
Ｔ
ビ
ー
（Ｉ
Ｉ
７

こ
碁
∝
陛
脚

ρ■
ｑ
〓
輌
身
Ｐ
ＩＩ
丁
撃
ν
ヾ
彰
則
〕
諄
如

日ヽ
Ｉ
ビ
Ｈ
（Ｙ
〓
７

こ
力
８
叫
脚

以ヽ
到
そ
力
∝
眸
＝

ｏγ
ａ
ｒ
ａ
Ｔ
擢
ゞ
母
Ｔ
撃
以
∩
望
そ
雌
２

０
（＝
財
・母
哲
印
・＝
累
里
・＝
半
γ
・村
畔
。母
軍
来
・＝
馳
γ
上
。絆
影
Ｖ
Ｔ
）
母
γ
８

ａヽ
Ｆ
コ
●
軍
⑦
眸
緯
釧
Ｏ
Ｆ
９
陽
卑

日ヽ
Ｉ
ロ
シ

（γ
Ｙ
Ｙ

こ
寺
“
撃
舶

ｏ平
η
率
マ
熙
そ
寺
日
０８
身
駆
鵬
伽
利
伽
丁
撃

日ヽ
Ｉ
ビ
Ｈ
（Ｙ
Ｏ
Ｏ
〓
寺
∝
筆
士

ρ
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量
Ｉ
・

Hラ青8-ビ9カZコ士
LfシカZ9-ビ9寺89畦run
ビツ,9シービ9青Zレul馴

¥X 茅回
普響V91・シI・OI菫

冨8青ZZ一ビZIttI Z」y枷

■動 量日
普饗V鯰

ロシカ89-E19カラ9‖ま熟
ロラ☆09-E19寺9シ‖y別

EfE 母興
普聖VSI・II彰

ビ8カ9Z一日8カZZlltuu

票辮 申*里
首睾ルヽ8・Z菫

ゴシ善シ9-ビ9寺09ul17E

草 田熙
普饗ヽZI彰

ビツ青9Z―r8カ9z畦脚

ユ夏 母早
普響ヽフ彰

ビ9青OZ一日9'91Hユ|カ

ーロ 田印レヽ
】伽ツシ彰

日8■8Z―[rク=しzzttHll

JヨI雖 路平
普|ハ
'frl

日6ルシI一目9■H筆士
ビツ寺Zコ水一日9青Z9目ま脚

rll董 □国k1/
普響ヽ61・91影

H6カ8Z一日9カ9Z口y別

¥準 熙留
普型ツ9彰

呻
・蘇 絣

ｏ
γ
∩
率
η
黎
業
孝
誓
梨
〕
彗
絆
伽
利
以
準
ビ
Ｈ
Ｏ
Ｔ厠
７

こ
奪
昭
陛
脚

ギ

赳
融隋 緻

曹

it
窯

ビ9カ8シーH9■98‖1加

鴇迎 LH ttk1/
首∫‖ヽルOI彰

ロク,IZ―ビ9カOZul馴

鋤 当ηr
e手[‖ルヽ9彰

日8ルシ8-日8カ9Zり腑

当 詈聾
】IΨVZ彰

吾
睾
・吾
絆
如
Ｖ
ヨ

蛉
覇
蝙―
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讚 心
第9代町長

森 文雄
昭和28年 5月 -36年 4月

第 14代町長

厚地 和幸
F`成 18年 4月 ―現在に至る

第9代議長

脇田 勇吉
昭和38年 5月 -42年 4月

第22代議長

湯元 秀誠
平成19年 5月 ―現在に至る

第6代村長、初・3代‖f長

赤塚 源次郎
大正7年 12月 ―Π召和7年 3月

昭和12年 6月 -16年 6月

第8代町長

石神 鎌造
昭不口26年 10月 -28年 4月

第 13代町長

晋 哲哉
平成6年 4月 -18年 4月

第8代議長

安楽 光章
昭和34年 5月 -38年 4月

第20・ 21代議長

大嶺 正勝
平成14年 9月 -19年 4月

第2代‖]長

国生 周内
日召不‖7年 3月 -12116月

第4代村長

赤塚 弘
明治36年 9月 -43年 12月

第7代町長

酒匂 久
昭オ|126年 5月 -26年 9月

第 12代町長

塚田 吉夫
昭和57年 4月 一平成6年 4月

第7代議長

国生 周三
昭禾日30年 5月 -34年 4月

第18代議長

永 野  貞 行
平成7年 5月 -11年 4月

第3・ 5代村長

酒匂 晴
明治34年 8月 -36年 9月
明治44年 1月 一大正7年 12月

第6代町長

本原 一夫
昭和21年 4月 -26年 4月

第 11代町長

池田 正辰
昭不Π48年 5月 -57年 3月

第6代議長

渡辺 政喜
昭和28年 9月 -30年 4月

第17代議長

外 国  勝 美
平成3年 5月 -7年 4月

鋏
鷺 |、
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炒
一

ｏ膨
ン
単
Ｑ
田
）
ゼ
喜

Ｙヽ
５
昇
＋
解
璽

議

ｏγ
ｑ
準
ｑ
聖
当

―
　

日ヽ

９
日

Ｌ

（↓

９

，
レ
ー
）
↓
能

Ψ
馴

ｏ
γ
∩

準
∩
ユ
Ｐ
副
号
⑦
Ｐ
劃
ワ
ツ
９
γ
専
「
Ｙ

一

⑦
異
＋
⊥
配
豚
要
到
７
？
Ｐ
９
厳
重
ヨ
里
⑦

甲
Ш
金
冒
摯
留
冨
コ

ヤヽ
到
７
墓
劉
γ
♀
抱

∩ヽ
ン
Ｐ
去
業
⑦
只
呼
豚
彊
γ
ｃ
マ
２
甲
幽
⑦

幸
Ж
Ψ

（Ｂ
国
日
⑦
劇
当
判
鰐

Ｔ
鰐
当
測
影

鰐
￥
）
国
醸
日

∩ヽ
Ｙ
引
田
つ
＞
古
剰
％
喜

ｏγ
ｑ
準
〕
２
ｃ
彗
＞
多
２
幸
半
引
膨
要

∩ヽ
摯

ラ
事
叫
⑦
藁
手

とヽ
里
□
Ｉ
獣
金

∩ヽ
雪
引
Ж

金
彗
瀦
当
日
星
ｏ単
２
只
呼
警
謳
％
喜
９
望

２
箋
⑦
書
Ｉ
２
３
辞
⑦
冨
雲
測
印
回

２ヽ
音

□
⑦
冨
雲
Ｔ
望

口ヽ
喜
彰
出
ｏ重
準
〕
２
ｃ
８

Ｐ
争
嘔
ヨ
靱
薫
ψ
Ｔ
堅
刊
碑
颯

出ヽ
３
？
金

ヨ
到
↓
乙
事
出
剰
幸
面
Ψ
削
撃
撃
印
〓
￥

ｏ９
“
マ
斡
牢

下ヽ
事

到
Ｍ
⑦
「軒
針
彫
（γ
垂
）
Ⅲ
壽
〓
事
事
コ

減
ｙ
〓
到
『聖
群
副
側
影
↓
￥
田
Ｘ
』

（団
暑
団
こ
毒
９
圏
Ｘ

ｏ，
重
蝉
頚
引
（Ｙ
量
）
減
ｙ

ν
９
９
章
コ
ン
図
⑦
艦
要
コ
ミ
軍
下
肇

（７
丁
団
こ
書
８
殺
雪

ｏ，
２
♀
翌
障
Ｗ
争
面
￥
？
幸
警
黎

言
γ
～
ｏ
笙
一一
こ
圏
多
彰
堕

ｏ９
σ
准
孝
軒
去
王
・聯
Ψ
彊
印
日

⑦
軍
陣
単

〕ヽ
形
到
γ
草
事
冒
コ
ミ
コ
ツ
γ
耳
堅

ｃ
≡
≡

じ
書
８
喜
瑠

ｏ範
ル
Ｘ
壷
菫
〓
計
国
剰
（関
喜
）
旦

〓
当
Ｘ

尋
Ж
章
准
」
響
配
畔
茎
師
尋
期
矢
導
判
鼎
妻
り

９
下
事
）
幽
立
暴
輯
茎

関ヽ
翼
鰐
幸
卿
Ｖ
Ｔ
堅

Ｏ
ＴＩ
Ｉ
こ
奪
８
雪
裏

ｏ，
自
軒
士
孝
軍
３
０
（軍
早
卿
Ｖ
Ｉ
）
破

斡
勲
Ｖ
事
堅
７
軒
彰
⑦
軒
下
堅
２
ｑ
マ
襲
誓

↓
靭
Ｔ
下
堅

白ヽ
阜
？
釉
熙
瀦
悧
事
業

ζ
ミ
誓

全
三
二
こ
多
′
吾
静

ｏ，
重
印
土

コ
＊
垂
割
￥
■
９
４
動
Ｖ
動
輩
痒
雲
誓
当
型

（Ｑ

二

こ
専
筈
薔
当

ｏ
Ｃ
…
淵
下
堅
鰹
当
警

国
割
Ｙ
し
，
２
自
↓
号
⑦
下
堅
コ
『霞
勁
Ｖ
日
』

（団
Ｏ
Ｖ
）寺
田
国
肇

キ
面
Ψ

Ｑ

　

ι
へ

‘
　

６
こ
■

餞
餞
儡
鰤
鰤



釉豊σ讚釉

明
応
４
年
Ｔ
四
九
五
）

島
津
忠
昌
、
蒲
生
宣
清
を
給
黎
か
ら
旧
領
蒲
生

に
帰
し
領
地
さ
せ
る
。
（『蒲
生
氏
系
図
』
に
よ
る
）

蒲
生
八
幡
神
社
御
祭
神
　
仲
哀
天
皇
、
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后

蒲
生
の
総
社
と
し
て
崇
敬
。蒲

生
ハ
幡
神
社
は
、
保
安
４
年

（１
１
２
３

年
）
、
蒲
生
に
移
っ
て
き
た
初
代
領
主

蒲
生

舜
清
が
、
宇
佐
ハ
幡
宮
を
勧
請
し
て
建
立
し

ま
し
た
。
ま
た
、
島
津
義
弘
公
は
こ
れ
を
厚
く

崇
敬
し
、
社
殿
を
再
興
し
て
正
八
幡
若
宮
の

額
を
掲
げ
、
太
刀
、
甲
冑
、
宝
器
を
寄
進
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
６
年
郷
社
に
、
大

正
５
年
県
社
に
昇
格
し
ま
し
た
。

境
内
の
「蒲
生
の
ク
ス
」
は
、
建
立
当
時
す

で
に
神
の
木

（神
木
）
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
蒲
生
ハ
幡
神

社
に
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
銅
鏡

「秋
草

双
雀
文
様
〓

面
の
ほ
か
に
、
１
１
６
面
の
銅

鏡
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

.鷲鷲驚
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ZZ

ｏ単
準
∩
７
？
″
呈
曇

一↓
章
引
ワ
コ
日
９

のヽ
ｑ
利
♀
削
童
↓
章
塁

９
Ｃ
，
コ
母
Ｔ
日
レ
ｏ
と
多
￥
，
ユ
♀
ル
豆
７
勤
￥
，
ｃ
Ｆ
コ
華
団

ｏ
γ
∩
準
ツ
♀
聖
軍
↓
Ｐ
２
２
）
２
鰍
ヨ
⑦

一
Ｖ
日

当ヽ
馴
⑦
豆
堅
Ψ
ヨ

鰍
ヨ
γ
∩
馴
薫
碑
邸
筆
曽
「
ヨ
↓
”
呼
副

γヽ
準
ｏ重
準
〕
２
ツ
♀
〓
騨

コ
聯
３
饉
渚
￥
隠
卦
国
剰
コ
日
配
日
８
↓
Ｚ
艘
馴

「ヽ
陥
３
躍
渚
￥
国

コ
日
８
日
８
碁
け
Ｉ
￥

日ヽ
「Ｙ
´
⑦
Ｔ
堅
」
９
“
２
４
平
く
れ
、⑦
事
事

。絆
ヨ
９
ｎ
撃
６
二
百
２
剰
⑦
■
Ｏ
Ｏ
Ｉ
一

「Ｙ
〃
⑦
丁
撃
」

陥
８
聖
落
￥
階
暑
〓
肇
国

件肇

２

τ

コ
．
Ｒ
ｔ

ノ
⊂

ｆ
■

ｌ
ｒ

Ｃ

．

ヨ

軍

耳

‘
　

　

　

　

■
夕
，
１
７
　

　

り
ζ
Ｏ
矩
筆
事
詈
剰
２
聯
写
当
‘
曰

（Ｏ
Ｏ
￥
こ
奪
９
晋
璽

一
，・
・
ｌ

ｉ

争
ｉ
ｒ
´
　

爾
鱗
量
灘
鵞
蓋
鸞
．

掏

ｔ
と
■
　
・・
一
財
卵
Ｊ
オ
　

　

ｏリ
ツ
♀
山
〉Ｄ
Ｗ
島
国
島
譲
￥
冒
〕
平
η

一●
一
．．
一
一
一●
一
一一
）
ι
サ
事ヽ
・
７
　
一

コ
壺
碑
り
僻
Ｔ
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ｑヽ
阜
興
痺
率
事
堅
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魃量鯰趙釉

明
治
５
年
■
八
七
一
じ

鹿
児
島
県
に
編
入
。
大
区
小
区
制
に
変
わ
り
、
姶

良
郡
第
５３
大
区
１
～
４
小
区
（蒲
生
郷
）
と
な
る
。

明
治
１０
年
生
八
七
七
）

西
南
の
役
。

明
治
１１
年
貧
八
七
八
）

７
月
２２
日
、
郡
区
町
村
編
制
法
制
定
。

明
治
２２
年
二
八
八
九
）

町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
姶
良
郡
上
久
徳
村
・下

久
徳
村
・米
丸
村
・北
村
・久
末
村
・西
浦
村
・白

男
村
・漆
村
が
合
併
し
、蒲
生
村
が
発
足
。

大
正
２
年
食
九
百
し

３
月
２
日
、
林
学
博
士
・本
多
静
六
が

「蒲
生
の

ク
ス
」
を
「大
日
本
老
樹
番
附
穴
東
京
農
科
大

学
造
林
学
教
室
編
纂
）
の
中
で
日
本

一
の
「東
の

正
横
綱
」
に
位
置
付
け
る
。

大
正
７
年
■
九
一
八
）

４
月
８
日
、
「銅
鏡
秋
草
双
雀
文
様

一
面
穴
無
銘
、

蒲
生
八
幡
神
社
蔵
）
、
国
重
要
文
化
財
（工
芸
品
）

に
指
定
さ
れ
る
。

大
正
１１
年
貧
九
二
こ

３
月
８
日
、
「蒲
生
の
ク
ス
」
、
国
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
る
。

町

割

古
の
町
並
を
し
の
ぶ

美
し
い
町
割
景
観
。

本
町
は
、
県
下
で
も
数
少
な
い
薩
摩
古
流

の
兵
法
に
基
づ
く
美
し
い
町
割
が
残
る
自
然

豊
か
な
歴
史
あ
る
町
で
す
。

江
戸
時
代
の
薩
摩
藩
独
自
の
制
度
で
あ
り

ま
す
「麓
」
と
呼
ば
れ
る
武
士
集
落
と
し
て
の

蒲
生
郷
の
麓
は
、
地
形
的
特
徴
を
持
つ
地
に

求
め
ら
れ
、
移
転
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
か
で
も
麓
の
集
落
が

二
つ
の
川
に
挟
ま

れ
、　
う

の
川
を
外
堀
の
よ
う
に
利
用
し
た

町
割
と
な
り
、
ま
た
、
歴
史
的
遺
構
と
し
て
は
、

町
割
と
し
て
の
道

（西
馬
場
、
辻
馬
場
な
ど
）

が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
残
り
、
石
垣
や
生
け
垣

と
し
て
イ
ヌ
マ
キ
の
あ
る
武
家
門
を
配
し
、

往
時
を
偲
ん
で
い
ま
す
。
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漆の庚申塔

御仮屋門蒲生どん墓漆の田の神下久徳の田の神




